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第
三
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、「
平
成
二
十
八
年
度
以
降
の
五
箇
年
間
に
お
い
て
」を
削
り
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
つ
い
て
は
、
道
路
又
は
鉄
道
に
関
す
る
国
の
計
画
の
達
成
に
資
す
る
よ
う
行
う
と

と
も
に
、
踏
切
道
の
改
良
を
優
先
的
に
実
施
す
る
必
要
性
、
踏
切
道
の
周
辺
の
地
域
の
地
形
及
び
土
地
利
用
の
状

況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
と
き
は
」
の
下
に
「
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
」
を
加
え
、「
当
該
」を「
同

項
の
規
定
に
よ
る
」
に
、「
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の

た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
保
安
設
備
の
整
備
、
歩
行
者
と
車
両
と
を
分
離
し
て
通
行
さ
せ
る
た
め
の
踏
切
道
の
着
色
そ
の
他
の

比
較
的
短
期
間
に
完
了
す
る
踏
切
道
の
改
良
の
方
法
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
改
良
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
当
該
踏
切
道
に
係
る
他
の
道
路
管
理
者
が
管
理
す
る
踏
切
道
密
接
関
連

道
路
の
改
良
の
方
法
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
を
削
り
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
二
項
」を
加
え
、

同
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
二
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条

第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
改
め
、「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
二
項
」

を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
二
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第

十
四
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
、
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
前
項
」
を
加
え
、「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
記
載
し
よ
う
と
す
る
」
を
「
記
載
す
る
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

10

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
立
体
交
差
化
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
を
行
お
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、

第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
第
十
六
条
第
一
項
の
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
に
お
け
る
協

議
を
経
て
、
当
該
期
日
ま
で
に
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
そ
の
旨
、
当
該
特
別
の
事
情
及
び
地
方
踏
切
道
改
良

計
画
を
提
出
す
る
期
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
計
画
提
出
期
日
」
と
い
う
。）を
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

11

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
に
係
る
計
画
提
出
期
日

が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
計
画
提
出
期
日
の
変
更
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
示
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
変
更
後
の
計
画
提
出
期
日
を
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
届
出
に
係
る
計
画
提
出
期
日
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
指
示
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規

定
に
よ
る
変
更
後
の
計
画
提
出
期
日
）
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
協
議
に
よ
り
地
方

踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
第
五
項
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
項

を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

５

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
に
他
の
道
路
管
理
者
が
管
理

す
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
改
良
の
方
法
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら

か
じ
め
、
当
該
他
の
道
路
管
理
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成

す
る
前
に
、
道
路
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
に
お
い
て
、
当
該
事
項
の
記
載
に
つ
い
て
協

議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
踏
切
道
に
接
続
す
る
道
路
の
構
造
の
改
良
を
行
う
こ
と
に
よ
り
歩
行
者

又
は
自
転
車
利
用
者
の
滞
留
の
用
に
供
す
る
部
分
を
確
保
す
る
こ
と
が
当
該
道
路
の
構
造
又
は
周
辺
の
土
地
利
用

の
状
況
に
よ
り
困
難
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
踏
切
道
に
お
け
る
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
を
図
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
道
路
外
滞
留
施
設
（
踏
切
道
に
接
続
す
る
道
路
に
沿
つ
て
設
け
ら
れ

た
通
路
そ
の
他
の
当
該
道
路
の
区
域
外
に
あ
る
施
設
で
あ
つ
て
歩
行
者
又
は
自
転
車
利
用
者
の
滞
留
の
用
に
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
次
項
及
び
第
八
条
第
一
項
に
お
い
て
同

じ
。）の
整
備
又
は
管
理
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
に
道
路
外
滞
留
施
設
の
整
備

又
は
管
理
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
外
滞
留
施
設
所
有

者
等
（
当
該
道
路
外
滞
留
施
設
の
所
有
者
、
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
所
有
者
又
は
当
該
土
地
の
使
用
及
び
収
益

を
目
的
と
す
る
権
利
（
臨
時
設
備
そ
の
他
一
時
的
に
使
用
す
る
施
設
の
た
め
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

を
除
く
。）を
有
す
る
者
を
い
う
。
第
八
条
及
び
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
及
び
第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
の
変
更
）

第
五
条

前
条
第
一
項
又
は
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
提
出
し
た
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路

管
理
者
は
、
当
該
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
に
つ
い
て
、
協
議
に
よ
り
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を

し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
土
交

通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
第
三
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
三
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
踏

切
道
改
良
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
一
項
又
は
前
項
」

と
あ
り
、
並
び
に
同
条
第
十
四
項
及
び
第
十
六
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
一
項
又
は
第
十
二
項
」
と

あ
る
の
は
、「
次
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
国
踏
切
道
改
良
計
画
）

第
六
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
鉄
道
と
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
で
あ

る
道
路
と
が
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る

踏
切
道
の
改
良
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
国
踏
切
道
改
良
計
画
」
と
い
う
。）を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

国
踏
切
道
改
良
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

踏
切
道
の
名
称

二

踏
切
道
の
改
良
の
方
法

三

踏
切
道
の
改
良
に
要
す
る
期
間

四

踏
切
道
の
改
良
と
一
体
と
な
つ
て
そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
事
業
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
内

容
五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

３

第
四
条
第
三
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六

条
第
二
項
第
二
号
」
と
、
同
条
第
五
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
中
「
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の

は
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
、
同
条
第
六
項
及
び
第
八
項
中
「
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
条
第
二
項
第

四
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
当
該
踏
切
道
に
係
る
鉄
道
事
業
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
同
項

の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す
る
前
に
、
当
該
鉄
道
事
業
者
と
国
土
交
通
大
臣
と
の
間
に
国
踏
切

道
改
良
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す
る
と
き
は
、
鉄
道
の
整
備
及
び
安

全
の
確
保
並
び
に
鉄
道
事
業
の
発
達
、
改
善
及
び
調
整
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
国
踏
切
道
改
良
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
三
条
中
「
国
土
交
通
大
臣
以
外
の
道
路
管
理
者
」
を
「
道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理
者

を
除
く
。）」
に
改
め
、「
状
況
」
の
下
に
「
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
の
管
理
の
実
施
体
制
」
を
加

え
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
改
良
」
の
下
に
「
及
び
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
の
適
確
な
管
理
」
を
加
え
、
同

条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。
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